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　３年生になり、勉強や実習、行事の運営などとても忙しいですが、毎

日充実した日々を過ごしています。

　実習では、自分の知識不足や技術不足で悩むことや辛いこともたくさ

んあります。しかし、そのような時はクラスの仲間が相談に乗ってくれ、

悩みを聴いてくれます。クラスのみんなで共に励まし合い、頑張ってい

ます。

　また、病棟の看護師の方々や先生方も毎日熱心に指導してくださいま

す。患者さんは、自立されている方、終日臥床状態の方、会話ができる方、

自分では思いを口に出せない方など様々な方がいます。言葉だけでなく

表情を観察しながら、今何を伝えたいのだろうと相手の気持ちになり考えることで、言葉にできない

方の思いを感じとることができると学びました。

　また、今まで関わらせていただいた全ての患者さんからも、個別性に合わせた看護の素晴らしさや

大切さなど多くのことを学ばさせていただきました。私にとって患者さん一人一人の出会いは、どれ

も忘れることができないほど一生の宝物です。患者さんの「ありがとう」という言葉や笑顔、嬉しそ

うな表情を見ると、こちらまで嬉しくなり、とてもやりがいを感じます。

　私は、本校に入学し、同じ目標に向かって頑張り、辛いことも楽しいことも共に過ごし、笑い合っ

たり辛い時に支え合える仲間に出会えて本当に良かったです。クラス全員で日々頑張り、来年の春の

看護師国家試験を全員で合格したいと思います。
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んあります。しかし、そのような時はクラスの仲間が相談に乗ってくれ、
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　私は、岩国医療センターの外科病棟で勤務しており、日々変化してい

く患者さんに合った看護をしていこうと頑張っています。

　この学校では、解剖生理学などの講義を臨床経験豊富な当院の医師か

ら受けることができるため、教科書の内容だけではなく、実際の現場で

行われている最新の医療についても学ぶことができます。

　洗髪や足浴などの技術練習では、学生同士で患者役と看護師役の役割

を通してお互いに意見を交換し合うことで、患者さんがどのような気持

ちになるのかを考えることができるようになります。

　また、勉強だけではなく学校行事を通して、協力して一つのものを作

り上げるという、看護に必要なチームワークの大切さを身につけることができるため、充実した学校

生活を送ることができました。

　実習は主に、母体である岩国医療センターで行います。様々な疾患の勉強ができるだけでなく、患

者さん一人一人に合った個別性ある看護の学習を積み重ねていきます。また、先生方は、分からない

ことや困っていることがあれば、どうすれば解決することができるかを一緒になって考えてください

ました。このようにして３年間の学校生活で身についた看護を学ぶ姿勢は、就職後も役立っています。

また、他の学校よりも早くから総合実習があったおかげで、学生の時と就職した時のギャップが少な

いと思いました。

　今、母体病院に就職して良かったことは、実習で慣れた環境であるため、精神的に落ち着いて看護

をすることができるということ、実習中に自分が目標とする看護師と出会ったこと、今はその看護師

と共に働きながら少しでもその人に近づけるように頑張ろうと思えることなどです。今はまだ新人で

すが、これから当校の卒業生と一緒に看護ができることを楽しみにしています。

　私は、岩国医療センターの外科病棟で勤務しており、日々変化してい

　この学校では、解剖生理学などの講義を臨床経験豊富な当院の医師か
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　洗髪や足浴などの技術練習では、学生同士で患者役と看護師役の役割
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《卒業生からのメッセージ》
　卒業生も岩国医療センターはじめ、それぞれの施設で看護師としてスタートしています。

　本校を卒業した看護師からのメッセージです。



　女子学生寮があります。入寮希望者は全員入寮できます。１室あたり４名入居できる構造になってい

ますが、現在は１室に２名入居しています。学生寮の寮費は月額１，６３０円

ですが、その他寮自治会費、食費、光熱水道料が別に必要になります。

　平成２５年の病院及び学校の新築移転と

ともに学生寮も新しくなります。学校に隣

接して建設される予定です。現在、全室個

室でバス・トイレ付を計画しております。

　また、現在は男子寮はありませんが、新

しい学生寮には男子学生も入居できるよう

検討中です。
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《在学中の経費》

《奨学金のご案内》
　本校が取り扱う奨学金には、岩国医療センターが独自に貸与する奨学金と、独立行政法人日本学生支

援機構が貸与する奨学金があります。

○岩国医療センター独自の奨学金

　　母体病院である岩国医療センターが貸与する奨学金で、授業料相当額が支給されます。対象は、本

　校に在籍する学生で、学業成績、健康状態及び人物等を総合的に勘案して決定され、卒業後岩国医療

　センターに常勤の看護師として勤務することが必要です。

○独立行政法人日本学生支援機構の奨学金

　　独立行政法人日本学生支援機構は、国の育英奨学事業を行っている機関です。第一種奨学金と第二

　種奨学金があります。人物、学業ともに優れ、健康で経済的理由により修学が困難にある学生に対し

　て貸与されます。日本学生支援機構より貸与人数枠を通知され、選考によって奨学生が決定されます。

　２００４年より保証人が不要となる「機関保証制度」（保証料が必要）による加入も可能になりました。

　　平成２３年度の貸与金額は下記のとおりです。

○入学金	 ２００，０００円　入学手続き時に納入します

○授業料	 年間４００，０００円　半期 (４月末日、１０月末日 )に分けて納入します

○テキスト代金（電子辞書含む）　	

	 　 	 ３年間　約２１０，０００円　※平成２３年度実績

	 　 	 （そのうち入学時１６０，０００円：１年時に使用するテキスト）

○その他	 約１００，０００円（３年間）

	 　 	 研修費，実習交通費（院外実習に関する交通費）， 実習衣・靴，傷害保険など

第一種奨学金（無利子貸与）

　　貸与月額　　自宅　　　３万円、５．３万円　より選択

　　　　　　　　自宅外　　３万円、６万円　より選択

第二種奨学金（有利子貸与）　

　　貸与月額　　３万円、５万円、８万円、１０万円、１２万円　より選択

《学生寮のご案内》



- 12 -

< 入学試験 >

　一般入学試験、推薦入学試験、社会人入学試験があります。詳細は、学生募集要項をご覧ください。

< 学生募集要項の請求方法 >

　返信用封筒（角形２号）に郵便番号、住所、氏名を明記、２００円分の切手を貼付し、封筒に「学生

募集要項請求」と朱書きし、下記の問い合わせ先に請求してください。

< 平成２３年度一般入学試験問題の公開 >

　本校ホームページにアクセスして、トップページの新着情報をご覧ください。

　（問題を請求することはできませんので、ご了承ください）

< 学校見学を希望される方 >

　希望される日時をお電話でお知らせください。

《その他》

独立行政法人国立病院機構　岩国医療センター附属看護学校

	 〒７４０－００４１　岩国市黒磯町２丁目１３－１０

	 	 電話　：０８２７－３１－７１８８（直通）
	 	 	   ０８２７－３１－３７０４（ダイヤルイン）		
	 	 	 	 	 	 （内線２７００または２７０１）

	 	 E-mail：gakkou@iwakuni.hosp.go.jp

問い合わせ先



メ　モ



交通案内

 ●新幹線利用

　 ・新岩国駅下車、タクシーで約２０分

　 ・新岩国駅からバス（市営・ＪＲ）で岩国駅下車。

　　 岩国駅からＪＲ山陽本線または市営バスを利用

 ●ＪＲ山陽本線利用

　 ・藤生駅下車、徒歩約１５分

 ●市営バス利用（岩国駅から）

　 ・県営黒磯線（約２５分）　「黒磯町２丁目」バス停で下車、徒歩約１分

   ・長野尻・潮風公園線（約２０分）　「岩国医療センター口」バス停で下車、徒歩約１０分


